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アラメ（水深３ｍ）

つ
め
て
み
よ
う
観
て
み
よ
う

見

流れ藻はアワビの食料

生命を育む海中林
　（ダイブツダイ幼魚の群れ）

カジメ（水深７ｍ）

　
春
の
大
潮
で
大
き
く
潮
が
引
い

た
と
き
水
面
か
ら
頭
を
出
す
樹
の

よ
う
な
大
形
海
藻
、こ
れ
が
ア
ラ

メ
で
、潮
間
帯
か
ら
５
ｍ
く

ら
い
の
浅
い
岩
場
に
生
育
す

る
。一
方
、カ
ジ
メ
は
も
う
少

し
深
く
ま
で
、５
〜
15
ｍ
く

ら
い
の
水
深
ま
で
生
え
て
い

る
。と
も
に
コ
ン
ブ
の
仲
間

で
よ
く
似
て
い
る
が
、茎
と

葉
の
形
で
区
別
で
き
る
。ア

ラ
メ
は
茎
の
上
部
が
二
股
に

分
か
れ
る
の
が
特
徴
で
、そ

い
滑
ら
か
な
葉
が
生
え
、ま
る
で

指
を
広
げ
た
手
の
平
の
よ
う
な
形

を
し
て
い
る
。こ
の
２
種
が
隙
間

の
先
に
し
わ
の
あ
る
葉
が
生
え
て

い
る
。カ
ジ
メ
は
茎
の
上
部
が
平

た
く
開
き
、そ
の
先
に
し
わ
の
な

な
く
一
面
に
生
え
た
状
態
は

ま
る
で
林
の
よ
う
で
、海
中

林
と
呼
ば
れ
る
。

　
海
中
林
は
カ
イ
メ
ン
・
ホ

ヤ
な
ど
の
付
着
動
物
か
ら
エ

ビ
や
タ
コ
な
ど
多
く
の
動
物

の
住
み
か
や
繁
殖
の
場
所
に

な
る
と
と
も
に
、プ
ラ
ン
ク

ト
ン
や
稚
魚
の
隠
れ
家
に
も

な
る
。ま
た
、ち
ぎ
れ
て
流
れ

た
葉
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の
餌
に

な
る
。最
近
、こ
の
大
切
な
海
中
林

が
日
本
各
地
で
枯
れ
て
な
く
な
る

状
態
が
起
こ
り
、磯
焼
け
と
よ
ば

れ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ

と
な

に
は
様
々
な
原
因
が
唱
え
ら
れ
て

い
る
が
、温
暖
化
に
よ
る
異
常
高

水
温
や
海
洋
汚
染
な
ど
人
間
生
活

に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る
地
球
規
模

の
環
境
変
化
も
無
視
で
き
な
い
要

因
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

 

東
京
海
洋
大
学
助
教
授 

小
池
康

之

市
民

シリーズ

192

アラメとカジメ
い の ち

～生命を育む海中林～

夫
婦
で
献
血
142
回

ま
だ
ま
だ
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね

4/15

男24,639（△174）女26,549（△88）
世帯数21,244（△41）　（　）内は前月比

●4月1日の人口／総人口51,188（△262）

　
27
歳
で
始
め
て
献
血
し
て
か

ら
、今
日
で
私
が
68
回
目
、妻
が
74

回
目
。娘
も
よ
く
献
血
し
て
い
ま

す
。

　
我
が
家
で
は
、献
血
は
特
別
な

こ
と
で
な
く
、生
活
の
一
部
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。特
に
冬
の

時
期
は
血
液
が
不
足
し
て
い
る
と

聞
き
ま
す
の
で
、献
血
の
機
会
を

逃
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。

　
提
供
し
た
血
液
が
人
の
役
に
も

立
つ
し
、後
日
通
知
さ
れ
る
は
が

き
に
、白
血
球
や
血
小
板
の
数
な

ど
や
肝
機
能
な
ど
の
血
液
デ
ー
タ

を
知
ら
せ
て
も
ら
え
の
で
自
分
の

体
調
管
理
に
役
立
つ
な
ど
、献
血

は
い
い
事
ば
か
り
で
す
ね
。

　
成
分
献
血
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、体
へ
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
表
紙
と

ふ

じ

お

話
は
長
須
賀
の
中
西
二
二
男
さ

ん
）ＰＲＯＦＩＬＥ

日本赤十字社の献血事業
　病気や交通事故などで大量に出血された人の命を
救うためには輸血が必要です。しかしながら血液は人
間の体の中でしか造られず、また人工的に造ることが
できないため、輸血などの医療行為には、献血という
人道的行為によって提供される血液が欠かすことの
できないものとなっています。

初
め
て
献
血
し
ま
し
た
！

　
血
液
型
を
再
確
認
し
た
く

て
、生
ま
れ
て
初
め
て
献
血
し

ま
し
た
。献
血
前
は
少
し
緊
張

し
た
け
ど
、
思
っ
て
た
よ
り

あ
っ
け
な
く
で
き
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
安
房
南
高
校
３
年 

菊
川
玲
奈

さ
ん
）

　特に冬から春の時期は、医療機関
で循環器系の手術が増えることか
ら、血液が不足します。１６歳から
69歳までの健康な方は献血できま
すので、ご協力をお願いします。
（話と写真は、千葉県赤十字血液セン
ター献血推進員　川久保忠英さん）

献血中の中西京子さん

献血にご協力を
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地
下
壕
跡
は
戦
争
の
歴
史
だ

け
で
は
な
く
、
土
地
の
お
い
た

ち
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
房
総
半
島
南
部
の
丘
陵
は
新

生
代
第
三
紀
と
い
う
２
千
400
万

年
前
よ
り
新
し
い
、
凝
灰
岩
質

の
砂
岩
や
泥
岩
な
ど
や
わ
ら
か

い
地
層
が
重
な
り
あ
っ
て
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
下
壕
内
で

は
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
地
層
の

模
様
を
観
察
で
き
ま
す
。

ら せお 知

2平成16年4月15日3 だん暖たてやま

ご
う

赤
山
地
下
壕 

一
般
公
開
始
ま
る

　市内宮城地区、市営プールの裏山の地下に掘られた戦争遺跡。

　1930（昭和５）年、海軍５番目の実戦航空部隊として館山海軍航空

隊がつくられ、1945（昭和20）年の終戦まで、東京湾の入口という軍事

的要所に位置する館山市には、いろいろな軍事関連施設がつくられ、砲
えんたいごう

台跡や飛行機を格納した掩体壕などの戦争遺跡が残されています。

　この赤山地下壕跡は館山市の戦争遺跡を代表するもので、総延長1.6

ｋｍと全国的にみても大きな地下壕です。アメリカ軍の空襲が激しく

なった太平洋戦争の終わりの頃、1944（昭和19）年より後に建設され

たのではないかと考えられ、館山海軍航空隊の防空壕として内部に発

電所や病院の施設が設置されていたことが確認されています。

  またこの地下壕は房総半島南部の丘陵がおよそ2,400万年前に形成

された凝灰岩質の砂岩や泥岩などが重なりあい形成され、その後の地

殻変動で複雑に形成された地層を確認することができます。

　
宮
城
地
区
に
あ
る
戦
争
遺
跡
、

赤
山
地
下
壕
が
今
月
か
ら
、一
般

公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、市
内
各
地
に
点
在
す

る
47
ヵ
所
の
戦
争
遺
跡
に
つ
い

て
、平
成
14
年
度
に（
財
）地
方
自

治
研
究
機
構
と
共
同
で
、現
地
確

認
調
査
や
資
料
の
収
集
・
分
析
、

聞
き
取
り
調
査
等
を
実
施
し
ま

し
た
。そ
の
な
か
で
、史
実
に
基

づ
く
戦
争
遺
跡
の
客
観
的
評
価

を
行
う
と
と
も
に
、歴
史
資
源
、

平
和
学
習
資
源
等
の
視
点
か
ら

活
用
方
策
を
調
査
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
調
査
報
告
書
の
中
で
、

特
に
今
回
公
開
さ
れ
た
赤
山
地

下
壕
跡
に
つ
い
て
は
、全
国
的
に

み
て
も
規
模
の
大
き
な
地
下
壕

で
、市
内
戦
争
遺
跡
を
代
表
す
る

も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。15
年
度
に
公
開
コ
ー
ス

地
下
壕
内
の
照
明
は
、隣
接
す

る
豊
津
ホ
ー
ル
屋
上
に
設
置
し

た
太
陽
光
発
電
設
備
か
ら
供
給

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
市
が
推
進
し
て
い
る

太
陽
光
や
風
力
な
ど
の
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、戦

争
と
対
極
の
平
和
な
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ
る
照
明
で
遺
跡
内

を
照
ら
す
た
め
で
す
。赤
山
地
下

壕
の
見
学
者
に
対
し
、地
球
環
境

意
識
の
啓
発
と
平
和
・
歴
史
学
習

の
相
乗
学
習
効
果
を
期
待
し
、市

の
環
境
と
平
和
に
取
り
組
む
姿

勢
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　地下壕の総延長１.６Kmのうち公開されるのは250ｍ。見学希望の人は直接豊津ホールにお
越しください。見学コースは地下壕内の灯りに沿って整備され、Uターンして入口に戻ります。
地下壕内の温度は低く、照明が暗い場所もありますので、無料で貸し出すヘルメットを必ず着用
してください。小学生だけでは入れません。

赤山地下壕に入ってみよう！
　
戦
時
中
多
く
の
軍
事
関
連
施
設
が
置
か
れ
、
47
ヵ
所
も
の
戦
争
遺
跡
が
現
存
し
て
い
ま
す
。市
で
は
貴
重
な
遺
跡
の

保
存
に
つ
と
め
、
戦
争
遺
跡
を
地
域
の
歴
史
資
源
と
し
て
平
和
学
習
や
歴
史
学
習
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
保

存
・
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

「
赤
山
地
下
壕
跡
」
は
全
国
的
に
規
模
が
大
き
く
、「
平
和｣

の
貴
重
さ
を
実
感
で
き
る
戦
争
遺
跡
で
す
。（
問
合
せ
／

生
涯
学
習
課
�
22
―
３
６
９
８
）

（
延
長
250
ｍ
）を
決
め
安
全
確
認

調
査
を
実
施
し
、調
査
結
果
に
基

づ
き
、危
険
箇
所
等
の
改
修
工
事

や
照
明
・
放
送
設
備
等
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

地下壕内の様子
照明は太陽光による新エネルギー
で供給

豊津ホール屋上の太陽光パネル

円形に入り組んだ地層

発電所が設置されていた

豊津ホール脇　地下壕入口

地下壕内の地層地下壕案内図

正面の山が赤山。右手前は海上自衛隊館山航空基地

赤山地下壕跡とは

太
陽
光
に
よ
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

地
層
の
学
習
も
で
き
る

開壕時間／４月から11月　午前10時から午後4時
　　　      12月から３月  午前10時から午後3時
休 壕 日／月1回の点検日（第3火曜日）・年末年始
交通案内／館山駅よりバス約１０分、宮城バス停下車
駐 車 場／豊津ホール前駐車場
お問合せ／館山市教育委員会生涯学習課（�22-3698）
　　　　　受付は、豊津ホール（�24-1911）

ご案内【入場無料】

地下壕入口

赤山

市営宮城50ｍプール

駐車場

豊津ホール（受付）



水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
調
査
船「
千
葉
丸
」の
船
内
見
学

日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

海
の
安
全
を
守
る
活
動
の
紹
介
な
ど

日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

安
房
博
物
館
で
の
万
祝
な
ど
の
伝
統
工
芸
の
展
示

日
時
／
23
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

　海
岸
の
漂
着
物
の
展
示（
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
）

日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

  

安
房
博
物
館
会
場
内
で
の
軽
食
の
提
供

　
　（
無
料
、た
だ
し
無
く
な
り
次
第
終
了
）

  

日
時
／
23
日
午
前
11
時
か
ら

  

海
上
自
衛
隊
の
防
衛
活
動
の
紹
介
な
ど

  

日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
ふ
る
さ
と
大
使  

深
津
純
子
さ
ん
　
　

   

ボ
サ
・
ノ
バ
風
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

　
　
操
船
が
簡
単
な
小
型
ヨ
ッ
ト
の
乗
船
体
験（
20
分
程
度
）

   

日
時
／
22
日
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
、23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
定
員
／
80
人
程
度

　
ク
ル
ー
ザ
ー
ヨ
ッ
ト
で
の
乗
船
体
験（
２
時
間
程
度
）

　
日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
　

　
定
員
／
100
人
程
度
　

　
カ
ッ
タ
ー
船
で
の
乗
船
体
験（
30
分
程
度
）

　
日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　
定
員
／
160
人
程
度

　
和
船
櫓
漕
ぎ
体
験（
30
分
程
度
）

　
日
時
／
23
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

　
定
員
／
16
人

　
館
山
湾
内
ク
ル
ー
ズ（
20
分
程
度
）

　
日
時
／
23
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
、午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

　
定
員
／
120
人
程
度

　
さ
か
な
ク
ン（
館
山
お
さ
か
な
大
使
、安
房
博
物
館
客
員

　
研
究
員
）の
楽
し
い
魚
の
話
、お
絵
か

　
き
な
ど

　
日
時
／
23
日
午
後
12
時
30
分
か
ら
受
付

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

　
持
ち
物
／
色
鉛
筆
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど

　
定
員
／
100
人

　（
事
前
申
込
、当
日
受
付
な
し
）
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② 

ヨ
ッ
ト
乗
船
体
験

③ 

カ
ッ
タ
ー
船
乗
船
体
験

④ 

和
船
櫓
漕
ぎ
体
験

⑤ 

海
上
自
衛
隊
交
通
艇
乗
船
体
験

① 

ア
ク
セ
ス
デ
ィ
ン
ギ
ー
乗
船
体
験

和船櫓漕ぎ体験

①アクセスディンギー乗船体験

④和船櫓漕ぎ体験

臨　時
駐車場

②ヨット乗船体験

③カッター船乗船体験

高
ノ
島
公
園

　海の体験イベント「たてやま海まちフェスタ2004」を開催します。館山湾
を活用した海辺のまちづくりを推進するため、子どもたちをはじめ、市民や
多くの人に海や船に親しんでもらおうというものです。
　主催／たてやま海まちフェスタ実行委員会、館山市、館山市教育委員　　
　会、千葉県立安房博物館
　主管／たてやま海まちフェスタ実行委員会
　協賛／千葉海上保安部、海上自衛隊第21航空群
　協力／富浦町、セイラビリティジャパン、海辺のまちづくり研究会、NPO
館山外洋ヨットクラブ、国立館山海上技術学校、独立行政法人水産総合研究
センター水産工学研究所、千葉県水産研究センター、たてやま海辺の鑑定団、
館山商工会議所青年部、さかなクン（館山おさかな大使、県立安房博物館客員
研究員）、深津純子＜フルート奏者＞（館山ふるさと大使）、館山市観光協会
(順不同)

※天候により、アトラクションごとに中止とする場合があります。
※都合により内容を一部変更する場合があります。

ふるさと大使の深津さん

⑤海上自衛隊交通艇乗船体験

【
案
内
図
①
】

【
案
内
図
②
】

【
案
内
図
③
】

【
案
内
図
④
】

⑥ 

さ
か
な
ク
ン
の
楽
し
い
魚
の
話

⑦ 

魚
を
調
査
す
る
船
を
見
て
み
よ
う 【

案
内
図
⑥
】

【
案
内
図
⑦
】

⑧ 

海
の
安
全
を
守
る
海
上
保
安
部
コ
ー
ナ
ー【
案
内
図
⑧
】

【
案
内
図
⑤
】

⑨ 

安
房
の
伝
統
工
芸
展【
案
内
図
⑨
】

⑩ 

海
辺
の
鑑
定
団（
海
か
ら
の
贈
り
物
）【
案
内
図
⑩
】

⑪ 

商
工
会
議
所
青
年
部
コ
ー
ナ
ー【
案
内
図
⑪
】

⑬ 

海
辺
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ【
案
内
図
⑬
】

⑫ 

海
上
自
衛
隊
の
活
動
紹
介【
案
内
図
⑫
】

館山おさかな大使のさかなクン

日 時／５月23日（日）【アトラクションごとの時間は次のとおり。①⑨は、　　
22日（土）にも開催】
場 所／館山港、千葉県立安房博物館ほか
対 象／一般、小学生以下は保護者または準ずる人同伴
申込み／アトラクション①から⑥は事前申込みが必要です。①から⑥に参加　
　希望する人は、ハガキ・FAX・Ｅメールに希望アトラクション名（第　　　１・
第２希望まで）、乗船希望時刻、代表者の住所と電話番号、参加希望　　全員の氏
名・年齢・性別を記入して、５月７日申込先まで必着。乗船体　　験の参加費は保
険料として２00円。
問合せ・申込先／〒294－8601　海辺のまちづくり推進課（�22-3606、
　　Fax23-3116、Ｅメール　umi-festa@city.tateyama.chiba.jp）

⑥さかなクンの楽しい魚の話
⑧海上保安部コー

ナー

⑨安房の伝統工芸展
⑩海辺の鑑定団　　　　　
⑪商工会議所青年部コー

ナー　　　
⑫海上自衛隊の活動紹介
⑬海辺のミニライブ

アクセスディンギー

たてやま海まちフェスタ2004

海を舞台に13のイベントを開催！
「さかなクンの楽しい魚の話」や「深津純子さんの海辺のミニライブ」など

⑦魚を調査する船を見てみよう

　
日
時
／
23
日
午
後
１
時
頃
〜

　（
１
時
間
程
度
）

アクセスディンギーは、初心者や
子ども、障害がある人でも安心し
て楽しめる小型ヨットです。

2 3 日は各会場、臨時駐車場をバスが巡回します。

5月23日（日）に5月23日（日）に
館山湾（鏡ヶ浦）

海
上
自
衛
隊
館
山
空
港
基
地

県
立
安
房
博
物
館



移動図書館「わかしお号」
　　　５月の巡回場所

　
館
山
地
区（
14
人
）／
宮
澤
宏
之

か
つ
と
し

（
新
井
）、丸
子
和
寿（
下
町
・
仲

町
）、杉
村
か
お
り（
上
町
）、太
田

正
幸（
楠
見
）、石
井
浩
之（
上
須

ゆ
う
し
ょ
う

賀
）、福
岡
宥
璋（
真
倉
）、本
田
秀

年（
真
倉
）、堀
江
純
子（
青
柳
）、佐

ゆ
た
か

藤
純（
西
の
浜
・
岡
沼
）、川
名
裕

（
西
原
）、出
口
信
之（
柏
崎
）、熊
沢

和
明（
宮
城
）、網
代
真（
笠
名
）、近

藤
俊
雄（
大
賀
、里
見
）

　
北
条
地
区（
19
人
）／
吉
野
隆
志

（
南
町
）、吉
田
達
郎（
神
明
町
）、長

い
け
が
や

谷
川
純
二（
神
明
町
）、池
谷
亨（
新

宿
）、小
林
伸（
三
軒
町
・
鶴
ケ
谷
・

新
鶴
ケ
谷
）、鈴
木
敏
雄（
渚
）、田

中
光
彦（
六
軒
町
１
・
２
）、松
永
寿

一（
六
軒
町
３
・
４
）、石
井
成
道

ひ
ろ
あ
き

（
六
軒
町
５
）、山
田
裕
祥（
六
軒
町

６
・
７
・
北
条
海
岸
）、鈴
木
純（
長

須
賀
１
〜
８
）、岩
井
浩
之（
長
須

賀
１
〜
８
）、樋
口
久
美
子（
長
須

ひ
ろ
む

賀
１
〜
８
）、鶴
賀
廣
武（
八
幡
１
・

２
）、笹
子
誠（
八
幡
３
・
４
）、本
多

６７ だん暖たてやま 平成16年４月15日

孝
之（
湊
）、豊
崎
由
美（
湊
団
地
）、

木
村
功（
高
井
）、関
浩
章（
上
野

原
）

　
那
古
地
区（
10
人
）／
庄
司
一
昭

（
東
藤
）、中
村
忠
良（
宿
・
寺
赤
）、

坂
本
憲
一（
中
浜
・
大
浜
・
桜
ケ

丘
）、相
川
智
子（
大
芝
）、山
田
豊

は
や
と

（
辻
・
芝
崎
）、鈴
木
勇
人（
川
崎
）、

川
崎
弘
幸（
正
木
上
・
下
・
向
）、石

井
秀
明（
正
木
岡
・
稲
原
・
小
原
）、

渡
邊
清
隆（
西
郷
・
亀
ケ
原
）、粕
谷

敏
明（
那
古
地
区
）

　
船
形
地
区（
８
人
）／
森
田
亨

（
堂
の
下
）、鈴
木
昇（
東
）、長
南
正

明（
仲
宿
）、阿
部
裕
信（
西
）、池
田

ひ
ろ
か
ず

晴
海（
根
岸
）、山
口
浩
一（
川
名
・

川
名
岡
）、和
泉
伸
一（
大
塚
）、竹

す
ぐ
る

山
傑（
柳
塚
）

　
西
岬
地
区（
10
人
）／
鈴
木
真
広

（
香
）、飯
沼
健
哉（
塩
見
）、竜
�
康

た
け
し

二（
浜
田
）、森
健（
見
物
・
早
物
）、

佐
野
聖
一（
加
賀
名
・
波
左
間
）、石

橋
進
一（
坂
田
）、平
島
義
治（
洲

崎
）、飯
田
浩（
西
川
名
）、石
井
龍

也（
伊
戸
・
根
本
）、津
嶋
珠
貴（
坂

足
・
小
沼
・
坂
井
）

　
神
戸
地
区（
７
人
）／
庄
司
誠

ゆ
う
す
け

（
大
神
宮
）、家
守
裕
典（
中
里
・
松

た
か
し

岡
・
竜
岡
）、島
田
卓（
犬
石
）、小
澤

正
俊（
佐
野
）、田
邊
健
一（
藤
原
・

ひ
ろ
か
ず

谷
藤
原
）、石
井
浩
一（
洲
宮
・
茂

名
）、早
川
善
行（
布
沼
）

　
富
崎
地
区（
５
人
）／
須
藤
由
紀

江（
神
田
町
・
本
郷
）、吉
田
誠
士

（
向
）、真
田
和
也（
松
崎
）、鈴
木
祐

介（
二
斗
田
）、安
田
和
江（
富
崎
地

区
）

　
豊
房
地
区（
９
人
）／
田
中
敏
幸

さ
と
し

（
東
長
田
・
西
長
田
）、山
口
哲（
出

し
ぶ
た
にひ
ろ
し

野
尾
・
岡
田
）、渋
谷
裕（
大
戸
）、鈴

け
ん

木
政
範（
南
条
）、三
上
賢（
飯
沼
・

古
茂
口
）、石
井
利
郎（
山
荻
・
作

こ
う
い
ち

名
）、加
藤
浩
一（
畑
）、木
村
真
治

（
神
余
）、宇
山
弘
道（
神
余
）

　
館
野
地
区（
９
人
）／
川
山
隆
弘

（
大
網
）、木
曽
浩（
安
布
里
）、鎌
田

ゆ
た
か

一
成（
山
本
１
）、小
池
裕（
山
本

２
・
３
）、鈴
木
光
平（
国
分
北
・
萱

野
団
地
）、林
高
広（
国
分
中
・
南
）、

山
口
隆
幸（
稲
）、安
藤
嘉
和（
腰

越
）、鈴
木
昭
夫（
広
瀬
）

　
九
重
地
区（
７
人
）／
田
中
泉

（
宝
貝
・
南
台
・
北
台
・
清
水
）、高
橋

光
利（
安
東
・
岩
川
）、安
西
良
浩

（
二
子
）、押
元
武
治
郎（
薗
・
水

玉
）、高
梨
修
二（
大
井
）、押
元
英

明（
田
村
・
相
賀
・
滝
の
谷
・
横
枕
）、

半
澤
透（
田
辺
・
江
田
）

98
人
の
青
少
年
相
談
員
決
ま
る

　今月から第15期青少年相談員がス
タートしました。今期の青少年相談員
は98人。平成19年３月までの３年間、
写生大会や球技大会などを通じて、地
域の子どもたちと活動します。
各地区の担当は、次のとおりです。
　問合せ／生涯学習課（�22－3698）

　
少
子
化
、少
子
化
っ
て
言
い
ま
す
が
、少
な
い
か
ら
で
き
る

こ
と
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。昔
、子
ど
も
が
多
く
て
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
、今
逆
に
、で
き
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
。具

体
的
な
案
は
ま
だ
な
い
ん
で
す
が
、自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会

な
ど
も
考
え
た
い
で
す
ね
。98
人
力
を
合
わ
せ
て
３
年
間
が

ん
ば
り
ま
す
。

第15期青少年相談員
館山市青少年相談員
連絡協議会
会長　石橋進一さん

昨年の写生大会

問合せ／館山市図書館（�22－0701）

いい本あるある!

 ※雨や風の強い日は、巡回を中止す
ることがあります。

純真保育園前

温水プール前

那古地区公民館

稲原集会所前

崖観音下

船形小学校

船形地区公民館

那古小学校

豊津ホール

大賀自衛隊官舎

香浅間神社

西岬東地区公民館

坂田漁港前

西岬西地区公民館

館山小学校

西岬小学校

房南保育園

大田区立養護学校

安房神社鳥居前

相浜漁協前

布良漁協前

神戸小学校

富崎小学校

館野保育園

横枕松葉堂前

腰越延命院前

九重駅前

館野小学校

九重小学校

（九重保育園）

神余小学校

豊房小学校

駐　車　場

10:20～11:00

11:10～11:30

13:20～13:35

13:45～14:00

14:10～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

 9:20～ 9:35

 9:45～10:15

10:25～10:40

10:50～11:05

11:15～11:30

13:40～14:00

14:20～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:20～15:40

 9:50～10:20

10:35～11:05

11:15～11:35

13:20～13:50

14:00～14:25

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

10:20～11:00

11:15～11:35

13:20～13:40

13:50～14:15

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

14:40～15:40

12:40～13:10

12:40～13:10

14:40～15:40

時　間　５月

 6
18

 6
18
 6
18

 7
19

11
25

11
25
11
25

12
26

12
26
12
26
13
27
13
27

 7
19
 7
19

や
ま
あ
い

　
山
間
の
農
地
は
、平
地
と
比
べ

生
産
条
件
が
不
利
な
こ
と
で
、担

い
手
の
減
少
や
耕
作
放
棄
の
増

加
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ

で
山
間
の
農
地
で
農
業
を
営
む

人
を
対
象
に
交
付
金
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。こ
の
交
付
金
は
面

積
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
地
域
／
市
内
全
域

　
対
象
農
用
地
／
次
の
要
件
に

該
当
す
る
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
内
の
１
㌶
以
上
の
一

団
の
農
用
地
。

・
田
は
20
分
の
１
以
上
、畑
等
は

15
度
以
上
の
急
傾
斜
農
用
地

・
田
は
100
分
の
１
以
上
、畑
等
は

８
度
以
上
の
緩
傾
斜
農
用
地

　
対
象
行
為
／
集
落
協
定
ま
た

は
個
別
協
定
に
基
づ
き
５
年
以

上
継
続
さ
れ
る
耕
作
放
棄
の
防

止
や
水
路
、農
道
の
管
理
活
動
な

ど
や
国
土
保
全
機
能
を
高
め
た

り
、自
然
生
態
系
の
保
全
に
資
す

る
取
り
組
み
な
ど
公
益
的
機
能

を
増
進
す
る
活
動

　
対
象
者
／
集
落
協
定
な
ど
に

基
づ
き
５
年
以
上
継
続
し
て
農

業
生
産
活
動
な
ど
を
行
う
農
業

者　
単
価（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）／

急
傾
斜
農
用
地
の
場
合
は
、田
２

万
千
円
、畑
な
ど
１
万
千
500
円
。

緩
傾
斜
農
用
地
の
場
合
は
、田
８

千
円
、畑
な
ど
３
千
500
円
。

　
昨
年
度
の
実
施
状
況
は
、集
落

協
定
を
締
結
し
た
集
落
が
那
古

地
区
の
小
原
集
落
、葛
原
集
落
、

西
岬
地
区
の
坂
足
集
落
、豊
房
地

区
の
岡
田
集
落
、神
余
地
区
の
山

下
集
落
、加
藤
集
落
、九
重
地
区

の
滝
ノ
谷
集
落
の
７
集
落
。個
別

協
定
が
４
件
あ
り
ま
し
た
。対
象

面
積
は
急
傾
斜
農
用
地
２
万
８

千
810
㎡
、緩
傾
斜
農
用
地
31
万
１

千
545
㎡
、交
付
金
と
し
て
約
310
万

円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
、水
路
、農
道
な
ど
、集
落

協
定
に
基
づ
き
、集
落
や
各
個
人

が
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
ま
た
農
作
業
の
効
率
化
や
担

い
手
の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、景

観
形
成
作
物
の
作
付
け
な
ど
に

よ
り
、国
土
の
保
全
、水
源
の
か

ん
養
と
い
っ
た
農
地
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係

（
�
22
―
３
３
９
６
）

　
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設

置
に
対
し
て
、

設
置
費
の
一

部
を
補
助
し

て
い
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら

補
助
金
額
が

変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度

は
、国
、県
の
補
助
を
受
け
、市
が

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、今
回
、県

の
補
助
制
度
の
見
直
し
な
ど
で
変

更
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
認
可
区
域
や
店
舗
な
ど

は
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、

事
前
に
確
認
く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課
環
境
企

画
室（
�
22
―
３
３
５
２
）

せら知お

浄化槽の人槽
５人槽
６～７人槽
８～50人槽

補助金限度額
 240,000円
 276,000円
 351,000円

山
間
農
地
で
農
業
す
る
人
に

交
付
金
制
度

合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
額
を
変
更

少ないからできること こ
れ
か
ら
３
年
間
、地
域
の
子
ど
も
と
活
動
！



教
育
委
員
会

せら知お

　
親
子
で
楽
し
め
る
写
生
大
会
で

す
。学
校
、幼
稚
園
で
も
申
込
書
を

配
布
す
る
ほ
か
、当
日
に
直
接
、会

場
に
来
ら
れ
て
も
参
加
で
き
ま

す
。

　
日
時
／
５
月
９
日（
日
）午
前
８

時
受
付
開
始【
雨
天
決
行
】

　
場
所
／
千
葉
県
南
房
パ
ラ
ダ
イ

「
Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
」

へ
の
出
場
は
、日
本
水
泳
連
盟
登

録
者
で
あ
り
、５
㎞
２
時
間
で
完

泳
で
き
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

「
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
」は
、出
場

条
件
は
な
く
、市
民
で
も
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
個
人
種
目
／
800
ｍ（
男
女
各
400

人
）、３
千
200
ｍ（
男
女
各
400
人
）

　
団
体
種
目
／
３
千
200
ｍ（
800
ｍ

「
甲
冑
を
作
り
な
が
ら
歴
史
を
学

ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、厚
紙
や
古
着

を
利
用
し
て
、戦
国
時
代
の
甲
冑

を
製
作
す
る
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　
内
容
／
甲
冑（
ミ
ニ
甲
冑
、幼

×
４
人
）男
女
混
合
100
チ
ー
ム

　
年
齢
区
分
／
個
人
は
800
ｍ
、３

千
200
ｍ
と
も
に
①
18
歳
以
下
、②

19
〜
29
歳
、③
30
〜
39
歳
、④
40

〜
49
歳
、⑤
50
〜
59
歳
、⑥
60
〜

69

歳
、⑦
70

歳
以
上
。団
体
は

チ
ー
ム
４
人
の
合
計
年
齢
で
、①

119
歳
以
下
、②
120
〜
159
歳
、③
160

〜
199
歳
、④
200
〜
239
歳
、⑤
240
歳

以
上
。

　
参
加
料
／
800
ｍ
は
４
千
円
。３

千
200
ｍ
は
８
千
円
。団
体
は
１

チ
ー
ム
１
万
２
千
円
。（
館
山
市

民
は
そ
れ
ぞ
れ
３
千
円
、７
千

円
、１
万
円
に
割
引
）

※
事
前
に
別
途
選
手
登
録
が
必

児
用
、子
供
用
、大
人
用
か
ら
選

択
）の
製
作
と
歴
史
講
座
。現
地

学
習
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
①
甲
冑
の
製
作
　
５

月
19
日
、26
日
、６
月
２
日
、９

日
、16
日
、23
日
、30
日
、７
月
７

要
で
す
。（
千
500
円
で
、１
年
間
有

効
）

　
申
込
み
／
６
月
30
日（
水
）ま

で
に
、観
光
課
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、日
本
を
泳

ご
う
委
員
会（
〒
103
―
０
０
１
４
か
き
が
ら

　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
蛎
殻

町
１
―
17
―
２
―
312
）へ
。ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:/
/

w
w
w
.
o
p
e
n

w
ater.g

r.jp
/

）か
ら
も
エ
ン
ト

リ
ー
で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
日
本
を
泳
ご
う
委

員
会（
�
03
―
５
６
９
５
―
１
３

５
５
）、観
光
課（
�
22
―
３
３
４

６
）

日
、14
日
、21
日
、28

日
、
８
月
４
日
、
11

日
、18
日
、25
日
、９

月
１
日
、８
日
、15
日

　
毎
週
水
曜
日
、全

18
回
　
時
間
は
い
ず

れ
も
午
後
１
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
30
分

ス　
対
象
／
市
内
の
幼
児
、小
学
生
、

一
般（
中
学
生
以
上
）

　
参
加
費
／
１
人
100
円（
当
日
徴

収
）

　
持
ち
物
／
写
生
道
具（
画
板
、絵

の
具
、絵
筆
、ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）、昼

食
、ゴ
ミ
入
れ【
画
用
紙
は
主
催
者

で
配
布
】

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
生
涯
学
習

課（
�
22
―
３
６
９
８
）、当
日
は

午
前
７
時
か
ら
午
前
８
時
の
間
に

（
�
090
―
４
２
１
０
―
７
６
０
８
）

ま
で
。

　
②
歴
史
講
座
　
９
月
22

日

（
水
）午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時

30
分
　
③
現
地
学
習
　
10
月
６

日（
水
）

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
　
現
地
学
習
は
未
定

　
定
員
／
15
人

　
参
加
費
／
材
料
費
な
ど
実
費

負
担（
約
１
〜
２
万
円
程
度
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
中
央
公
民

館（
�
23
―
３
１
１
１
）

　
今
年
度
の
市
役
所
の
各
課
、各
係

へ
の
直
通
番
号
が
表
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

　
用
件
の
担
当
窓
口
が
わ
か
っ
て
い

る
場
合
は
、直
接
、電
話
が
か
け
ら
れ

ま
す
。

　
担
当
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、代
表
番
号
に
か
け
、電
話
交
換
手

が
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　
問
合
せ
／
財
政
課
管
財
係（
�
22

―
３
２
９
６
）

集募

８９ だん暖たてやま 平成16年４月15日

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
ス
イ
ム
レ
ー
ス

オープンウォータースイムレース昨年のスタート

とても紙とは思えない甲冑

昨年の写生風景

●庁内直通電話番号一覧●

22－3414
22－3418
22－3261
22－3262
22－3257
22－3506
22－3491
22－3492
22－3496
22－3487
22－3489
22－3352
22－3354
22－3199
22－3121
22－3122
22－3135
22－3163

22－3152
22－3147
22－3142
22－3218
22－3952
22－3953
22－3523
22－3442
22－3464

22－3954
22－3527
22－3291
22－3296

22－3362

22－3956
22－3396

22－3397
22－3685
22－3694
22－3698
22－3542
22－3539
22－3168
22－3174
22－5633
22－3729
22－3575
22－3631
22－3636
22－3637
22－3640
22－3610

22－3612

22－3606
22－3346
22－3136
22－3696

22－3957

市民係
保険年金係
資産税係
市民税係

保護係
社会福祉係
児童福祉係
高齢対策係
援護係
環境企画室
一般廃棄物係

広報係
秘書係
男女共同参画係
企画調整係
政策評価係
企画担当係
国際交流係

事務管理係
法規係
福利研修係・人事係

消防防災係
コミュニティ係
交通防犯係
NPO係

財政係
管財係・契約係
商工係
公設卸売市場対策係
工業団地振興係
消費生活係
海洋深層水利活用推進室
農政係・漁政係
耕地係・園芸係

情報化推進係
情報システム係

管理係
建設係
維持係
建築係
都市計画係
公園係
街路係
駅周辺整備係

観光係
観光企画室
体育施設係
スポーツ振興係
高校総体準備室

市民課

税務課
　
納税推進室
会計課

社会福祉課

高齢者福祉課

環境保全課

市民相談室

秘書広報課

企画課

合併推進室

総務課

選挙管理委員会事務局

社会安全対策課

議会事務局
財政課

商工課

農水産課

　　庶務施設課
　　学校教育課
　　生涯学習課
監査事務局
農業委員会事務局
情報化推進室

安房郡市広域市町村圏事務組合
三芳水道企業団
　
建設課

都市計画課

海辺のまちづくり推進課
観光課

　　スポーツ課

市役所代表番号　22－3111

１
　
　
　
　
階

２
　
　
　
　
階

３
　
　
　
　
階

本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

３
階

１
階

１
　
階

２
　
階

２ 

号 

館

３
　
号
　
館

教
育
委
員
会

４
号
館

２
階

　
今
月
１
日
付
け
で
、館
山
市
の

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
重
要
課
題
で
あ
る「
市
町
村

合
併
の
実
現
」や「
海
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、基
本
計
画
の

政
策
課
題
に
重
点
的
に
対
応
す

る
た
め
に
組
織
の
一
部
見
直
し

を
行
い
、こ
れ
に
伴
っ
た
適
材
適

所
の
人
事
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た「
女
性
職
員
の
登
用
」、

「
職
場
の
活
性
化
」を
目
指
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
異
動
で
は
、県
か
ら

の
派
遣
を
含
め
、19
人
を
採
用
、

105
人
を
配
置
換
え
し
、派
遣
職

員
を
含
め
、482
人
の
職
員
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、30
人
が
昇
任

昇
格
し
ま
し
た
。

　
課
長
以
上
の
異
動
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
　
）は
前
部
署
。

《
部
長
級
》▽
総
務
部
長
・
一
法

師
雅
己（
県
職
か
ら
）、▽
農
業

委
員
会
事
務
局
長
・
小
倉
利
武

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
昇

格
）

《
課
長
級
》▽
海
辺
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
長
・
吉
田
行
伸（
県
職

か
ら
）、▽
学
校
教
育
課
長
・
安

藤
博
行（
県
教
育
職
か
ら
）、▽

生
涯
学
習
課
指
導
主
事
・
山
口

正
明（
県
教
育
職
か
ら
）

《
退
職
・
派
遣
解
除
》▽
高
橋
功

一（
総
務
部
長
・
県
職
へ
）、▽
黒

川
修（
学
校
教
育
課
長
・
県
教
育

職
へ
）、▽
小
谷
竜
一（
海
辺
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
・
県
職

へ
）、金
子
隆
光（
合
併
協
議
会

担
当
課
長
・
県
職
へ
）

こ
れ
ま
で
、本
館
３
階
の
教
育
委

員
会
内
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
課

が
、今
月
か
ら
４
号
館（
旧
市
民
セ

ン
タ
ー
）の
２
階
に
移
動
し
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ
課
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
高
校
総
体
準
備
室
の
人
員
の
増

や
課
全
体
の
事
務
効
率
を
考
慮
し

て
の
移
動
で
、高
校
総
体
や
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
問
合
せ
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
課
は
４
号
館
に
移
動

は
、４
号
館
の
ス
ポ
ー
ツ
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22

―
３
６
９
６
）

手
づ
く
り
甲
冑
教
室

親
子
写
生
大
会

係
へ
直
通
電
話

政
策
課
題
に
重
点
的
に
対
応
！

４
月
１
日
付
け
で
105
人
を
異
動

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

「
第
８
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
」

が
海
の
日
の
７
月
19
日（
月
）に
北
条
海
岸
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
選
手
権
２
０
０
４
」も
同
会
場

で
行
わ
れ
ま
す
。



　安房医師会病院では、年間365日24時間体制で、救急患者を受け入れています。
病院内には、初期診療施設として、安房郡市夜間急病診療部（午後７時～午後10時・
年中無休）が設置されています。

16日（日）

17日（月）
18日（火）
19日（水）
20日（木）

21日（金）

22日（土）
23日（日）

24日（月）
25日（火）
26日（水）
27日（木）

28日（金）

29日（土）
30日（日）

31日（月）

 1日（土）
 2日（日）

 3日（月）

 4日（火）

 5日（水）
 6日（木）

 7日（金）

 8日（土）
 9日（日）

10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）

14日（金）

15日（土）

鋸南病院（鋸南町）　　　  �55－2125
東条病院（鴨川市）�0470－92－1207
青木医院（丸山町）　　　  �46－4103
富山国保病院（富山町）　  �58－0301
勝山病院（鋸南町）　　　  �55－2138
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－97－1221
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－97－1221
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
赤門整形外科内科（市内）  �22－0008
山本医院（千倉町）　　　  �44－0899
富山国保病院（富山町）　  �58－0301
東条病院（鴨川市）�0470－92－1207
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－97－1221
赤門整形外科内科（市内）  �22－0008

症状よっては対応できない場合もあります。
判断できない場合は、当日の夜間待機施設か
安房郡市消防本部（�22－2233）へ問い合わせてください。

5月

安房医師会病院
　�25－5111

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

夜間救急・休日救急

　安房医師会病院以外の夜間救急は、次のとおりで、夜間待機施設として、
午後５時から翌朝８時まで診療します。
【休日】は休日当番医です。【休日・夜間】は、休日当番医で夜間救急も行います。

介 

護 

保 

険 

料

ワン！

※都合により、当番医が変更になる場合があります。

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
介
護
保
険 
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安房医師会病院の小児科の診療は、毎週日曜日の9:30～16:00に、
救急のみ診察します。祭日は、不定期ですのでお問合せください。
他の時間帯は、内科医による初期診療です。

【休日･夜間】
【休日】
【休日･夜間】
【休日】

【休日･夜間】
【休日･夜間】

【休日・夜間】
【休日】

鋸南病院（鋸南町）　　　  �55－2125
西岬診療所（市内）　　　  �29－0030
富山国保病院（富山町）　  �58－0301
東条病院（鴨川市）�0470－92－1207
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院（鋸南町）　　　  �55－2125
館山病院（市内）　　　　  �22－1122
和頴医院（白浜町）　　　  �38－2313
富山国保病院（富山町）　  �58－0301
東条病院（鴨川市）�0470－92－1207
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
伊藤胃腸科クリニック（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－92－2231
鴨川市立国保病院（鴨川市）
　　　　　　　　�0470－97－1221
鋸南病院（鋸南町）　　　  �55－2125
小田病院（鴨川市）�0470－92－1128
太田整形外科医院（市内）  �23－2318
富山国保病院（富山町）　  �58－0301

【休日･夜間】
【休日】

　
介
護
保
険
は
、40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
と
国
、県
、市

が
負
担
す
る
公
費
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。65
歳
以
上
の
人（
第

１
号
被
保
険
者
）の
保
険
料
と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人（
第
２

号
被
保
険
者
）の
保
険
料
で
は
、納
付
方
法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
市
民
税
係（�

22
―
３
２
６
２
）

●
　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料

　
第
１
号
被
保
険
者
の
場
合
、保
険
料
は
表
の
と
お
り
、本
人
と

世
帯
の
課
税
状
況
と
所
得
金
額
に
よ
っ
て
５
段
階
に
わ
か
れ
て

い
ま
す
。

●
第
２
号
被
保
険
者
の
保
険
料

　
第
２
号
被
保
険

者
の
場
合
、
国
民

健
康
保
険
や
他
の

健
康
保
険
な
ど
、

加
入
し
て
い
る
各

医
療
保
険
の
保
険

料
算
定
方
法
に

よ
っ
て
決
め
ら

れ
、
医
療
保
険
の

保
険
料
と
合
わ
せ

て
納
め
ま
す
。

 年　額

18,960円

28,440円

37,920円

47,400円

56,880円

所得段階

第 １ 段 階

第 ２ 段 階

第 ３ 段 階
（ 基 準 額 ）

第 ４ 段 階

第 ５ 段 階

【休日･夜間】
【休日】

【休日・夜間】
【休日】

５月のプログラム

子ども市民大学

問合せ／生涯学習課（�22―3698）

「たてやま子ども市民大学」は、市内の小学生が対象です。
　自分の好きな教室に参加して「はっけん伝カード」にスタンプ
をためていきます。学校で配られる１年間の学習プログラムや毎
月15日号の「だん暖たてやま」を見て、好きな講座を選べます。
　カードにスタンプが50個たまると、修了です。生涯学習課や中
央公民館などの施設にカードを提出してください。
　修了者には、大学長（市長）から「たてやま子ども博士賞」と「博士
メダル」をさしあげます。
 平成９年度からはじまったこの大学では、今までに18人が「たて
やま子ども博士」になっています。

日　　時 プログラム（会場等） 定員・対象 問 合 せ 先 コ ー ス

毎日曜日
祝日

  8日
（ 土 ）

22日
（ 土 ）

6/20
まで

おはなし会 館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

将棋教室 小学生以上 館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

野鳥観察会　（有料200円） 館山野鳥の森
�28－0166

10:00～
鳥となかよしコース

義
どなたでも

安房学講座 「海づくりと漁業」 安房博物館
�22－8608

14:00～
かがみがうらコース

智
一　般

23日
（ 日 ）

館山市図書館
�22－0701

10:30～ 60人
幼児

 7日
（ 金 ）

おはなし会（幼児向け）

プラネタリウム一般公開
数々の冒険を成し遂げた豪傑（ヘルクレス座）

大房岬少年自然の家
�33－4561

10:00～

たいぶさコース
仁

一般
200人10:15～

10:30～ 甲冑を着よう
（観覧料として小中学生80円、一般150円）

小学生以上
の入館者

館山市立博物館
�23－5212

しろやまコース
信

収蔵資料展「安房の伝統工芸」 安房博物館
�22－8608

 9:00
～16:30

かがみがうらコース
智

一　般

子どもの日茶会
生涯学習課
�22－3698

一　般
ふれあいコース

忠

おはなし会
館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人

  1日
（ 土 ）

  5日
（ 水 ）

パネルシアター入門教室
（締切５月７日）

館山市中央公民館
�23－3111

13:30～
わんぱくコース

悌
小学校
３年生以上

わたしの町の歴史探訪
館山市立博物館
�23－521213:30～

しろやまコース
信一　般

　　　対象者
①生活保護の受給者
②老齢福祉年金受給者で
　市民税世帯非課税の人
世帯全員が市民税非課税の人
本人が市民税非課税の人
（世帯内に市民税が課税
　されている人がいる）
本人が市民税課税で合計
所得金額が200万円未満の人
本人が市民税課税で合計
所得金額が200万円以上の人

将棋教室 小学生
30人

館山市中央公民館
�23－3111

わんぱくコース
悌13:30～

29日
（ 土 ）

15日
（ 土 ）

おはなし会
館山市図書館
�22－0701

14:00～
ぶんがくコース

孝
小学生
60人



13 だん暖たてやま

こんなことあんなこと 相談案内 お気軽にどうぞ！
相談はすべて無料です。（結婚・介護相談以外は、土曜日曜祝日は休
みます）秘密は厳守されますからお気軽にご相談ください。

心配ごと
（一般相談員による相談）
　日時／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　午前10時～午後３時
（専門相談員による相談）
　日時／５月6日、18日
　　　　午後１時～午後３時
　対象／一般相談員の相談を受けた人、
　　　　１日４人まで
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

児　　童
　家庭関係・養育問題など　
　　日時／毎日　午前８時30分～午後５時
　場所／家庭児童相談室
　　　　�22－3111内線576

精神保健
　不眠、イライラ、対人関係、老人ボケ等　の心配

　日時／５月６日（木）・11日（火）・25日（火）

　場所／安房保健所

　申込／�22－4511（予約必要）

結　　婚
　日時／毎月第１、第３日曜日（１月４日はお休み）
　　　　午前10時～午後４時
　場所／市役所４号館
　問合せ／社会福祉協議会　�23－5068

介　　護
　在宅での介護に関する心配ごと、悩みごと
　日時／24時間、毎日
　場所／館山市在宅介護支援センター
　　　　なのはな　　�29－2800
　　　　ほほえみ　　�27－6411
　　　　たてやま　　�25－7191
　　　　安房医師会　�25－5030

  古　紙

   2日（日）

18日（火）

  9日（日）

25日（火）

  7日（金）

23日（日）

  6日（木）

  3日（月）

20日（木）

19日（水）

  紙パック

20日（木）

  6日（木）

13日（木）

27日（木）

13日（木）

地 区 名

館 　 山

北 　 条

那古・船形

西岬・富崎

神　  戸

豊　  房

館野・九重

●５月の古紙・紙パック収集日

　◎希望します【希望条件】

　【無料】

　【相談】

　◎譲ります【希望条件】

　【相談】

こいのぼり

足踏みミシン、子供用歩行器、ハ

イアンドローチェアー

男子標準学生服（新品170A）、

出前箱（縦型・横型）、北条幼稚園

園児服（夏・冬用サイズ

120cm）

　問合せ／商工課消費生活係　�22－3956

不用品情報コーナー

乳幼児
　◎乳児健診
　日時／５月18日（火）
　対象／４か月児
　受付／午後１時30分～２時30分
　◎乳児相談（１歳未満の乳児）
　日時／５月10日（月）
　受付／午後１時30分～２時３0分
　◎１歳６か月健康診査（１歳６か月児）
　日時／５月６日（木）
　対象／平成14年10月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　◎３歳児健康診査（３歳６か月児）
　日時／５月27日（木）
　対象／平成12年11月生まれ児
　受付／午後１時20分～１時40分
　※場所は保健センター（�23－3113）

家庭教育
　生活習慣、登校拒否、非行の相談など　
　日時／月～金曜日　午前９時～午後４時
　場所／中央公民館
　問合せ／�23－3111

身障・知的障害
　日時／身障障害：毎月第２金曜日
　　　　知的障害：毎月第４火曜日
　　　　午後１時～午後３時
　場所／身障障害：伊賀整形外科クリニック
　　　　知的障害：田村病院
　申込・問合せ／社会福祉課に必ず事前に申込み　
　　　　　　をしてください。�22－3492

人権相談
　日時／毎週水曜日　午前10時～午後４時
　※祝日の場合は前日または後日
　場所・問合せ／千葉地方法務局館山支局
　　　　　　　　人権相談室　�22－0620

交通事故
　電話でもできます
　日時／毎日　午前９時～午後４時30分
　場所／南房総県民センター安房事務所内
　問合せ／�22－7132

特設行政相談
　国など、行政への苦情や意見、要望
　日時／５月12日（水）午前10時～午後３時
　場所／館山市コミュニティセンター
　相談員／千葉行政評価事務所、
　　　　　法務局館山支局、行政相談員
　問合せ／市民相談室　�22－3199

法律相談
弁護士があなたの相談に応えます。相談は無料

ですが、あらかじめ予約と相談内容をご連絡く

ださい。先着８人で締め切ります。

日時／５月21日（金）午後１時～午後４時

場所／コミュニティセンター

予約開始／５月14日（金）午前９時から

問合せ／市民相談室　�22－3199

消費生活
　商品のサービスや苦情、問合せ
　日時／５月６日（木）・20日（木）
　　　　午前９時～午後４時
　場所・問合せ／市民相談室

市民生活
　市民生活あれこれ、お気軽にどうぞ
　日時／毎日　午前９時～午後５時
　場所・問合せ／市民相談室

○新聞、雑誌、ダンボールに分けて
　ごみ搬出場所へ

 ５月の連休は、燃せるごみを月・水
 ・金に収集している地区は、５日
（水）の祝日に限り、燃せるごみの
 収集を行います。　
問合せ／環境保全課　�22－3354

12

５月のイベントインフォメーション

平成16年４月15日

４月１日現在の申込み分の中より掲載。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／千葉県南総文化ホール �22－1811
千葉県文化振興財団ホームページ　http://www.cbs.or.jp

南総文化ホール
５月の休館日／６日、10日、17日、24日、31日

安房高校吹奏楽部
　　　　　　第11回定期演奏会
民謡藤永会　おさらい会
法定講習会
館山地区安全運転管理者協議会総会
千葉県教職員組合安房支部定期大会
ミュージカル　つばめ

第６回あわ夢まつり

 1日（土）

 9日（日）
11日（火）

22日（土）
22日（土）

30日（日）

　13:30～16:00

　11:00～15:30
　 9:50～17:00

　 9:30～11:50
　18:30～20:15

　13:00～16:00

千葉県立安房高等学校吹奏楽部
　　　　　　　　　�22-0130
藤永会　　　　　　�23-1901
館山地区安全運転管理者協議会
　　　　　　　　　�22-3035
安房教育会館　　　�22-0670
わらび座ミュージカル
                       �043-250-9406
あわ夢まつり実行委員会　　�22-6790

無　料

有　料
関係者

関係者
有　料
一部割引有
有　料

日　時 催　　物　　名 使用時間帯 入場方法 主　催　者

小 

ホ 

ー 

ル

第22回 つぼみのコンサート
日本共産党演説会

第22回 LMA音楽のつどい
１･２年合同講義
千葉県生涯大学校南房学園自治会総会
館山市防犯協力会総会
花沢流蕃扇会安房支部発表会
第10回南総歌唱愛好会カラオケ発表会
運転免許更新時講習
運転免許更新時講習
ピアノ発表会
倫理文化講演会

館山市町内会連合協議会総会・
館山市行政事務委託に関する打合せ
第６回あわ夢まつり

 1日（土）
 8日（土）

 9日（日）
11日（火）

12日（水）
15日（土）
16日（日）
18日（火）
21日（金）
22日（土）
23日（日）

28日（金）

30日（日）

三平宣子　　　　　�27-5034
日本共産党千葉県委員会
                       �043-241-4251
ＬＭＡ合唱団　　　�28-0822
千葉県生涯大学校南房学園　　
　　　　　　　　　�24-0789
館山市防犯協力会　�22-3464
花沢蕃扇　  �090-8809-7283
南総歌唱愛好会　　�27-3189
（財）館山交通安全協会�22-8606
（財）館山交通安全協会�22-8606
佐野早苗　　　　　�36-2747
社団法人倫理研究所房総準支所
　　　　　　　　　�23-2714
館山市総務課　　　�22-3218

あわ夢まつり実行委員会�22-6790

　13:30～16:30
　14:00～16:00

　13:30～16:30
　 9:45～12:00
　13:00～15:00
　14:00～15:00
　11:00～16:00
　 9:30～16:30
　 9:30～11:50　
14:00～16:00
　13:30～16:30
　14:00～16:00

　14:00～16:50

　13:00～16:00

無　料
無　料

無　料

関係者

無　料
有　料
無　料
関係者
関係者
無　料
有　料

関係者

有　料

大 

ホ 

ー 

ル

館山駅市民ギャラリー
市民のサークル活動などの発表の場として利用できます。
主催者の都合により変更になることがあります。
問合せ／都市計画課 �22－3612

手づくり甲冑展
ステンドグラス展

 4/19～ 5/12
 5/13～ 5/27

日　程 催　　物　　名


